
 

 

つくば市令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料一覧 

 

令和８年（2026年）１月14日（水） 

  つくば市 市長公室 広報戦略課 

 

１ 物価高騰支援について 

２ 第53回筑波山梅まつりの開催について 

３ 若者のからだ・こころ・性の相談事業「青のカフェ」イーアスつくば特別開催 

について 

４ 「子どもたちの可能性を拓くスポーツ」為末大氏講演会の開催について 

５ 第33回つくば健康マラソンの開催について 

６ つくば市耐震改修促進計画（案）について 

７ 第２次つくば市地域公共交通計画（案）について 

８ つくば市イベント情報（2026年１月、２月）等 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.１ 

 

                      政策イノベーション部 企画経営課 

事 案 名 物価高騰支援について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

２ 内容・対象者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国において「『強い経済』を実現する総合経済対策」が閣議決定

（令和７年11月）され、補正予算が可決（同12月）されました。こ

れを受け、本市に交付される物価高対応子育て応援手当支給補助金

（国）、低所得の子育て世帯生活応援特別給付金補助金（県）、物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（国）を活用し、物価高騰の

影響を受ける市民や事業者を支援するための事業を実施します。 

 

１ 子育て世帯支援 

 (1) 子育て応援手当 

   児童手当支給対象児童を養育する父母等に対し、児童１人 

当たり２万円（１回限り）を支給します。 

 (2) 低所得の子育て世帯生活応援特別給付金 

   低所得の子育て世帯に対し、児童１人当たり５万円（１回 

限り）の県独自の給付金を支給します。 

２ 生活者支援 

  物価高騰対策生活者支援給付金 

    市民（児童手当支給対象児童を除く）に対し、１人当たり 

５千円を支給します。 

３ 事業者支援 

 各分野の事業者に支援金等を交付します。 

 (1) 障害福祉サービス事業所への支援 

  (2) 介護保険サービス事業所への支援 

  (3) 医療機関への支援 

  (4) 保育所への支援 

  (5) 民営児童クラブへの支援 

  (6) 公共交通事業者への支援 

  (7) 農業者への支援（飼料） 

  (8) 農業者への支援（肥料） 

資 料 等  つくば市物価高騰対策事業 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.２ 

 

                      経済部 観光推進課 

事 案 名 第53回筑波山梅まつりの開催について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

２ 日時 

 

 

 

 

 

３ 場所 

 

４ 内容 

 

 

 

 

 

 

５ 対象者等 

 

６ 主催等 

 

 

 

７ 特記事項 

 

 会場の筑波山及び梅林の景観、自然、グルメ・おさけ・温泉・神

社仏閣・ジオパークなど魅力ある観光資源を織り交ぜた企画・イベ

ント等を実施し、誘客と地域経済の振興を図ります。 

 

令和８年２月７日（土）～３月15日（日）37日間 

期間中９：00～16：00 

 

※開園祭・開園式 

令和８年２月７日（土）11:00～  

 

筑波山梅林（つくば市沼田） 

 

梅林の約1,000本の梅の木と筑波石のコントラストや、梅林最上

部の展望四阿(あずまや)から見渡せる筑波山麓の田園風景や研究学

園都市の街並みなど、筑波山ならではの景観をお楽しみいただけま

す。開催期間中は、捺し巡り御朱印や、オリジナルグルメなど、

様々な企画・イベントを開催しています。 

※詳細は添付チラシをご覧ください。 

 

前年度来場者実績 18万人（前々年度来場者実績 15万人） 

 

主催：筑波山梅まつり実行委員会 

（事務局：一般社団法人つくば観光コンベンション協会） 

共催：つくば市、筑波山地域ジオパーク推進協議会 

 

【イベントの特徴】 

（１）筑波山花のリレー記念スタンプ 

 来訪の記念スタンプとして、筑波山の四季の花をモチーフにし、

再来訪（山頂のカタクリ・梅林のアジサイの誘客）の促進を図りま

す。 

※記念スタンプ帳無料配布、参加者には特典配布。 



 

（２）市民モニターツアー実施 

 新しくつくば市へ転入された方を対象に、観光・グルメなどの魅

力を体験いただき、郷土愛を育んで、地域の魅力を発見していただ

くことを目的に実施します。 

実施日：令和８年３月７日（土）８：30～16：00 

定員：40名（定員超過の場合、抽選） 

参加費：無料 

申込み：梅まつりHPの応募フォームより、氏名など必要事項をご記

入の上、お申込みください。  

申込期限：令和８年２月11日（水・祝） 

 

（３）フォレストアドベンチャー・つくば リニューアルオープン 

周辺にある「フォレストアドベンチャー・つくば」が２月上旬か

らリニューアルオープン予定です。改修後は、より難易度があがっ

たコースを楽しめるほか、梅林の上を滑走できる名物の100ｍジッ

プスライドが、往復可能な180ｍジップトリップとして新規に常設

されるため、運動が苦手な方でも気軽に楽しめる施設になります。 

 

（４）会場の特徴 

会場の筑波山梅林は、筑波山の中腹（標高約250ｍ）に位置し、

筑波山地域ジオパークの見どころの１つにもなっています。晴天時

には東京の高層ビル群や富士山も見渡すことができ、関東の富士見

百景にも選ばれています。 

 

資 料 等 第53回筑波山梅まつりチラシ 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.３ 

 

                      こども部 こども未来センター 

事 案 名 
若者のからだ・こころ・性の相談事業「青のカフェ」イーアスつくば

特別開催について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

２ 日時 

 

３ 場所 

 

４ 内容 

 

 

 

 

 

５ 対象者等 

 

６ 主催等 

 

 

 性や健康に関する正しい知識の提供や啓発を目的に、若者のから

だ・こころ・性の相談事業「青のカフェ」を、イーアスつくばで開

催します。 

 

令和８年１月31日（土）13:00～17:00  

 

イーアスつくば２階イーアスホール（研究学園５-19） 

 

性や健康に関する正しい知識の提供や啓発を行います。当日は、

性や健康に関するパネルやグッズの展示、赤ちゃん人形の抱っこ体

験や妊婦体験も実施します。 

また、若者のからだ・こころ・性の悩みに保健師が答えます。お

気軽にお越しください。 

 

どなたでも参加できます（予約不要）。 

 

つくば市 

 

 

資 料 等 「青のカフェ」特別開催チラシ 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.４ 

 

                      市民部スポーツ振興課 

事 案 名 
「子どもたちの可能性を拓くスポーツ」為末大氏講演会の開催につ

いて 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

２ 日時 

 

３ 場所 

 

４ 内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 対象者等 

 

 

６ 定員 

 

７ 申込方法 

「子どもたちの可能性を拓くスポーツ」を演題に、為末大氏の貴

重な経験と知見を語っていただき、スポーツに対する新たな視点や

価値観を参加者と共有することで、本市のスポーツ振興の一助とし

ます。 

 

令和８年２月25日（水）18：30～（17：30開場） 

 

つくばカピオホール（竹園１-10-１） 

 

講師に為末大氏を招聘し、「子どもたちの可能性を拓くスポー

ツ」をテーマに、ご自身の貴重な経験と深い知見を語っていただき

ます。 

 

【講師】 

一般社団法人アスリートソサエティ代表理事 

株式会社Deportare Partners代表 

為末大氏 

 

【主な実績】 

・スプリント種目の世界大会で日本人初メダル獲得 

・2001年世界陸上（カナダ・エドモントン大会）銅メダル 

・2005年世界陸上（ヘルシンキ大会）銅メダル 

・オリンピック3大会出場（シドニー、アテネ、北京） 

 

スポーツ指導者、小中学生及びその保護者、教員等 

（市外・県外の方も聴講できます） 

 

先着250名 

 

事前申込制。チラシの二次元バーコードよりお申込みください。 



 

８ 主催等 

 

主催：一般社団法人つくば市スポーツ協会 

共催：つくば市 

後援：つくば市教育委員会 

公益財団法人茨城県スポーツ協会 

   株式会社茨城新聞社 

協賛：株式会社ヌマタ商事 

資 料 等 
令和７年度つくば市スポーツ講演会「子どもたちの可能性を拓くス

ポーツ」チラシ 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.５ 

 

                      市民部 スポーツ振興課 

事 案 名 第33回つくば健康マラソンの開催について 

１ 趣旨・目的 

 

 

２ 日時 

 

 

 

３ 実施種目及び

申込者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 主催等 

 

 

 

５ 特記事項 

生涯スポーツとしてのランニングの普及と健康づくりを目的に、

第33回つくば健康マラソンを開催します。 

 

令和８年２月７日（土）９:30から順次スタート 

14:05に競技終了の予定です。 

※荒天の場合は２月８日（日）に順延します。 

 

種目 距離 申込者数※ 

男 女 

ファミリー(小学１・２年生＋

保護者) 

２km 125組 

（250人） 

87組 

（174人） 

小学３・４年生 ２km 170人 98人 

小学５・６年生 ３km 118人 59人 

中学生 ５km 56人 26人 

一般(高校生以上～39歳以下) ５km 97人 51人 

一般(40歳以上) ５km 181人 73人 

ファンラン＆ウォーク 1.2km 179組（304人） 

小計(ファンラン＆ウォークは除く) 872人 481人 

総計 1,657人 

※申込期間 令和７年11月17日（月）～12月14日（日） 

 

主催：つくば市  

共催：一般社団法人つくば市スポーツ協会 

主管：つくば市陸上競技協会 後援：つくば市教育委員会 

 

・開催日は、８:30から14:15まで研究学園駅前公園周辺で交通規制

を実施します。 

・今年度から「ファンラン＆ウォークの部」を追加しました。距離

は1.2kmです。歩いてもゴールできる設定にすることで、運動習

慣を身につけるきっかけとなるような種目を実施します。 

資 料 等 第33回つくば健康マラソン交通規制のお知らせ 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.６ 
 

                      都市計画部 建築指導課 

事 案 名 つくば市耐震改修促進計画（案）について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

２ 経過 

 

 

 

 

 

３ 改定事項 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の予定 

 

 

 「耐震改修促進法」に基づき、住宅、建築物等の耐震化を促進し

ていくために、平成20年３月につくば市耐震改修促進計画を策定

し、地震に対する安全性の向上に取り組んでいます。 

現行の計画が令和７年度末に計画期間満了となることから、現状

把握、耐震化の目標設定等を行い、つくば市耐震改修促進計画を改

定します。 

 

・平成20年３月：つくば市耐震改修促進計画策定 

・平成28年３月：計画期間の延長及び耐震化率目標値の再設定 

・令和２年５月：施策内容の追加 

・令和３年３月：計画期間の延長 

・令和４年３月：計画期間の延長及び施策内容の追加 

 

・耐震化率の更新及び目標値の再設定 

・耐震診断および耐震改修の促進のための施策 

・地震に対する安全性の向上に関する啓発及び知識の普及に関する 

事項 

・耐震関係道路（緊急輸送道路等）の改定 

・地震防災マップ（揺れやすさマップ・地域の危険度マップ）の 

更新 

 

・パブリックコメントの実施（１月５日から２月４日） 

・建築審査会を開催（１月27日） 

・計画の策定・公表（３月末） 

 

資 料 等 
つくば市耐震改修促進計画（案） 

つくば市耐震改修促進計画（案）概要版 

 



 

令和８年（2026年）１月定例記者会見 資料No.７ 
 

                      都市計画部 総合交通政策課 

事 案 名 第２次つくば市地域公共交通計画（案）について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 経過 

 

 

 

 

 

 

３ 計画目標 

 

 

 

 

 

４ 地域公共交通

施策 

 

 

 

 

５ 本計画のポイ

ント 

 

 

 

 現行の「つくば市地域公共交通計画」は策定から５年目を迎え、

今年度末に対象期間を満了します。また、市政やまちづくりの方針

を示す上位・関連計画（「つくば市戦略プラン」「つくば市都市計

画マスタープラン及びつくば市立地適正化計画」等）が改定された

こと、さらに地域交通法やバス運転手の改善基準告示の改正等によ

り、地域公共交通を取り巻く環境が大きく変化しました。これらを

踏まえ、新たに「第２次つくば市地域公共交通計画」を策定しま

す。 

 

・令和６年12月～令和７年11月：つくば市公共交通活性化協議会 

幹事会を開催（計５回） 

・令和６年11～令和７年12月：つくば市公共交通活性化協議会を開

催（計４回） 

・令和７年７月：一般市民、バス利用者、つくタク利用者にアンケ 

ート調査を実施 

 

(1) 市が目指す姿の実現を支援する地域公共交通サービスの提供 

(2) 地域公共交通をはじめとした様々な移動手段を選択できる環境

の構築 

(3) 自家用車に頼らずとも、誰もが自由に移動できる環境の実現 

(4) 様々な主体の連携と協働による持続可能な地域公共交通の実現 

 

(1) 都市の骨格となる強固な広域幹線交通・幹線交通の提供 

(2) 地域拠点の拠点性を高める支線交通の提供 

(3) 移動に困っている住民を減らす生活支援交通の提供 

(4) 利用者にとってより便利で身近な地域公共交通サービスの提供 

(5) 連携と協働による持続可能な地域公共交通サービスの提供 

 

交通手段を４つの階層（広域幹線交通、幹線交通、支線交通、生

活支援交通）に分類した「階層型システム」を地域公共交通が目指

す姿として位置づけ、それぞれの階層、交通手段ごとに役割を明確

化し、分担することで、移動の利便性をより高める地域公共交通を

目指します。 



 

６ 今後の予定 ・パブリックコメントの実施（１月５日から２月４日） 

・つくば市公共交通活性化協議会での審議（３月中旬頃） 

・計画の策定・公表（３月下旬） 

資 料 等 
第２次つくば市地域公共交通計画（案） 

第２次つくば市地域公共交通計画（案）の背景・概要版 

 


